
⿊字は，第１回設⼯認申請で⽰す範囲，灰色字は後次回以降の申請で⽰す範囲とする。
各添付書類の「1.概要」については，提出回次以降全て記載するため，下図には記載していない。
なお，基本設計方針及び添付書類内における項目のタイトルについては，一部簡略化して記載している。

基本設計方針
第１章 共通項目
9.設備に対する要求
9.3 材料及び構造

9.3.1 材料及び構造
※ SAの対象範囲については後次回

に記載する。
9.3.1.1 材料
※ SAの材料については後次回に記

載する。

9.3.1.2 構造
※ SAの構造については後次回に記

載する。
9.3.1.2.1 安有の容器等/

常設SAの容器等
(1)容器及び管

(2)ポンプ/弁/内燃機関

(3)支持構造物

9.3.1.2.2 可搬SAの容器等

9.3.1.3 主要な溶接部
9.3.2 耐圧試験等

Ⅴ−１−２
強度及び耐食性に関する評価方針
 材料及び構造設計方針に対して，評価を実施す

るものについて，その評価方針を説明

2. 強度評価方針
※ SAの評価方針は後次回に記載する。
2.1 公式による評価
• 安有の容器等/常設SAの容器等/可搬SAの容器
等の容器及び管うち公式による評価を実施する
ものが対象

• JSMEクラス３機器の規定を基本とした施設時
の準拠規格に基づき許容引張応力S値を基準と
した公式による評価(厚さ計算)を実施

• 厚さ計算による評価においては，腐食代を適切
に考慮した評価を実施

2.2 解析による評価
• 安有の容器等/常設SAの容器等の容器及び管の
うち，規格計算式がない等により解析による評
価を実施するものが対象

• ASMEに基づき許容引張応力S値を基準とした
解析による評価(応力計算)を実施

2.3 完成品に対する評価（一般産業用⼯業品の規
格/基準への適合性評価）

• 可搬SAの容器等のうち完成品に対し，「法令
又は公的な規格」，「メーカ規格及び基準」の
区分に応じた規格基準への適合性評価を実施

別紙４−２
Ⅴ−１−３
強度評価書作成の基本方針
 「V-1-2 強度および耐食性に関する評価方針」

に示す公式による評価/解析による評価/完成品
に対する評価を実施するにあたって，評価条件
等を整理したうえでの，既認可から変更がない
もの，条件変更があるもの，新設のもの等に分
類し，各強度評価書の作成区分について説明

 各強度評価書への導入として作成する評価条件
整理表にて整理する項目について説明

Ⅴ−１−３−１
公式による評価における強度評価書作成に関する基
本方針
Ⅴ−１−３−１ 別紙１
容器の公式による評価
 容器の評価に用いる計算式等を説明する。
Ⅴ−１−３−１ 別紙２
管の公式による評価
 管の評価に用いる計算式等を説明する。
Ⅴ−１−３−２
解析による評価における強度評価書作成に関する基
本方針

Ⅴ−１−３−３
完成品に対する評価における強度評価書作成に関す
る基本方針

別紙４−３

Ⅴ−２
再処理施設の強度評価書

Ⅴ−２−１
評価条件整理表
 評価条件を整理し，既設工認の強度評

価書を引用するものと，新規で強度評
価書を作成するものとの区分けを説明

 既設工認の強度評価書を引用するもの
にあっては，該当する既設工認の強度
評価書を説明

Ⅴ−２−２
強度評価書
 新規作成する強度評価書
Ⅴ−２−２−１
公式による強度評価書

(1)容器

(2)管

Ⅴ−２−２−３
解析による強度評価書

Ⅴ−２−２−４
完成品に対する強度評価書

別紙４−４

⼯事の方法
2.1.1 構造，強度及び漏えいに係る
検査
2.1.2 容器等の主要な溶接部に係る
検査

Ⅴ−１−１
強度及び耐食性に関する設計の基本方針

2.材料及び構造設計の基本方針
※ SAの対象範囲については後次回に記載する。

2.1 材料設計
※ SAの材料に関する設計方針は後次回に記載する。
(1)材料選定
(2)腐食代の設定
2.2 構造設計
※ SAの構造に関する設計方針については後次回に

記載する。
2.2.1 安有の容器等/常設SAの容器等
(1)容器及び管

• JSMEクラス３機器の規定を基本とした公式
による評価を実施

• 規格計算式が規定されていないもの等にあっ
ては、解析による評価を実施

• 内燃機関の燃料系は，(2)の内燃機関と同様の
設計

(2)ポンプ/弁/内燃機関
• ポンプ/弁は耐圧試験等により強度を確認し
たものを使用する設計

• 内燃機関は，火力基準の規定を満足するもの
を使用する設計

(3)支持構造物
• 支持構造物は，耐震評価によることを説明

2.2.2 可搬SAの容器等
• JSMEクラス3機器の規定を基本とした公式に
よる評価を実施

• 完成品については，一般産業用⼯業品の規格
/基準への適合確認による評価を実施

2.3 主要な溶接部の設計
3. 耐圧試験等に係る設計の基本方針

Ⅴ−１−１ 別紙
容器等の材料及び構造に関する設計方針

評価書

使用前事業者検査
Ⅴ−３
計算機プログラム(解析コード)の概要

方針

別紙４−１

Ⅴ−１ 再処理施設の強度及び耐食性に関する基本方針

材料構造における類型化の整理
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Ⅴ−１−３−２
解析による評価における強度評価書作成に関する基本方針
2 計算条件
2.1 解析方針

• 応力解析は有限要素法を用いて実施し，強度評価上厳しくなる不連続部を選定
• 評価はASME,JMSE等に従い実施する

2.1.1 一次応力評価
• （設計条件）ASMEに従い設計条件における一次応力評価
• （設計過渡条件）JSMEを参考とし設計過渡状態における一次応力評価

2.2 形状及び寸法
• 寸法は，公称値を用いる

2.3 応力の分類と応力強さの限界及び許容限界
• 機器に発生する応力は，その発生の原因及び場所により分類し，一次応力，一
次＋二次応力に対して応力強さの限界及び許容限界（許容値）と比較評価する。

2.1.3.1 応力の分類
3 荷重条件

• 設計条件（水素爆発等以外）
• 設計過渡条件（水素爆発等）

3.1 荷重の組合せ
• Ｐ(圧力荷重)＋M(機械的荷重)

3.1 荷重の適用
• 設計条件としては，最高使用圧力，最高使用温度，機械的荷重を考慮
• 設計過渡条件としては，水素爆発等における圧力，温度，機械的荷重を考慮

4 応力解析
• 応力解析フロー

4.1 荷重の算出
• 設計過渡条件（水素爆発等）における荷重の算出内容の説明

4.2 圧力による応力の計算
4.2.1 応力計算

• 圧力による応力の算出にあたっては，有限要素法を用いる。
• （設計条件）有限要素法では，２次元弾性軸対象として扱う。
• （設計過渡条件）有限要素法では，３次元モデルとして扱う。

4.2.2 応力分類
• 有限要素法で計算した応力を膜応力，曲げ応力等に分類する。

5 強度評価
• 応力解析結果を用いて一次応力強さの評価を行う。

5.1 応力強さの計算
• 応力強さの算出方法について説明

5.1.2 一次応力強さの評価
5.2.3 一次＋二次応力強さの評価

「Ⅴ−１−３ 強度評価書の作成の基本方針」等の詳細構成
Ⅴ−１−３
強度評価書作成の基本方針
2. 強度評価書作成の基本方針
3. 評価条件整理表

Ⅴ−１−３−１ 別紙１
容器の公式による評価
・容器の評価に用いる評価式等を記載

Ⅴ−１−３−１ 別紙２
管の公式による評価
・管の評価に用いる評価式等を記載

Ⅴ−１−３−１
公式による評価における強度評価書作成に関する基本方針
2. 公式による評価
2.1 強度評価

• 評価部位及び各評価部位の形状等に応じて，適切な計算式による板厚評価等
• （設計条件）構造等に関する設計方針に従い，許容引張応力S値を用いた評価
• （設計過渡条件）JSMEを参考とし，設計引張強さSu値を用いた評価

Ⅴ−２−２
強度評価書

Ⅴ−２−２−１
容器の公式による強度評価書
〇結果の一覧表
機器名称，使用条件，使用材料，腐食代，評価部位毎の厚さ計算結果

Ⅴ−２−２−２
管の公式による強度評価書
〇結果の一覧表
機器名称，使用条件，使用材料，腐食代，評価部位毎の厚さ計算結果

Ⅴ−２−２−３
機器の解析による強度評価書
〇結果の一覧表
機器名称，解析モデル，使用する解析プログラム，使用条件，使用材料，
腐食代，応力評価結果

〇解析モデル図

Ⅴ−２−２−４
完成品の強度評価書
〇結果の一覧表
機器名称，使用条件，使用材料，適合性確認結果

Ⅴ−２−１
評価条件整理表

Ⅴ−１−３−3
完成品に対する評価における強度評価書作成に関する基本方針
2. 完成品の強度評価
2.1 法令又は公的な規格への適合性確認
2.2 メーカ規格及び基準への適合性確認



強度計算対象部位 容器の管
板

容器の管
台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の構
造の規格

管 伸縮継手

容器の胴
の補強を
要しない
穴の最大
径の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の

最大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

開放タン
クの補強
を要しな
い穴の最

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの最
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

検定水圧
管の強度

計算

伸縮継手
の強度計

算

容器① ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ - - - - - - - - - - - - - -
容器② ○ ○ - - - - - - - ○ - - - - - - ○ - - - - - - - - - -
容器③ ○ ○ - ○ - - - - - - ○ ○ - ○ - - - - - - - - - - - - -
容器④ ○ - - ○ - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - -
容器⑤ - ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
容器⑥ - - - ○ - - - - - - - - - ○ ○ ○ ○ - - - - - - - - - -

(検定水圧により評価する容器) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
配管① - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - -

配管②（伸縮継手） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - -

（設計条件の圧力で評価する容器） ○ - - ○ ○ - - - ○ - - - - ○ - - - - - - - ○ - - - - -

（設計過渡状態の圧力で評価する容器） - - ○ - - - - - - - - - - - - ○ - - - - ○ - - - - -
容器(ボンベ) 容器（ボンベ①） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - -
ポンプ及び弁 ポンプ① - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ - - -
内燃機関 内燃機関① - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ - -
支持構造物 支持構造物① - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ -

完成品 - 完成品 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○

凡例： …補足説明における代表機器例

-

応力評価

高圧ガス
保安法を
適用した
設計(方針

のみ)

接続配管
と同様の
設計(方針

のみ)

火力基準
を準用し
た設計(方
針のみ)

耐震評価
による設
計(方針の

み)

完成品

管
- - - -

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の鏡板
半だ円形鏡板の計算

容器の鏡板
円すい形鏡板の計算

類型化分類

容器の胴 容器の鏡板 開放タンク

容器の胴
円筒形の胴の計算

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器のフランジ 容器の平板
容器の平

板

容器のフランジ
フランジの計算

容器及び管
(公式による評価)

容器

○

○ ○
○ - ○ -

- ○ - -

- - -
○

- -○ - ○
○ -○ - ○
- -- - -
- -- - -

- -

- -- - -

- - - -

容器及び管以外

-
- - -- -

- -- - -

-
-- - - -
-- - -

○

容器及び管
(解析による評価)

容器
○ ○ - - -

- --

評価項目

機器名称

〇代表機器選定の考え方の一例
・容器及び管（公式による評価）の補足説明における代表機器選定の考え方
容器及び管（公式による評価）の設計プロセスは，JSME設計・建設規格に規定された計算式に基づく評価であり，容器の評価部位/形状により計算式は若干ことなるものの設計プロセスとして有意な差があるものではないと考えられるため，評価項目が多いものを代表機器として選定する。
また，再処理施設の特徴として，弱圧のタンクは開放タンクとして取り扱うことから，それら容器のうち評価項目が多いものを代表として選定する。

・また，設計過渡条件における応力解析を実施するものが，上述の機器に該当する場合にあっては，それら容器を容器及び管（公式による評価）並びに容器及び管（解析による評価）の代表として選定する。
・容器及び管（公式による評価）のうち伸縮継手については，設計プロセスについてはJSME設計・建設規格に規定された計算式に基づく評価であるが，先行電力にて補足説明資料（伸縮継手の全伸縮量算出）について説明していることから，再処理施設においても同様の説明を実施する。




